
中
国
に
お
け
る
法
華
経
疏

の
研
究
史
に

つ
い
て

(2
)

菅

野

博

史

中国における法華経疏の研究史について(2)15

本
稿
は
、
か
つ
て

『人
文
論
集
』

の
十
七
点

の
著
作
を
紹
介
し
た
。

(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)

に
掲
載
し
た
拙
稿

(
1
)

「中
国
に
お
け
る
法
華
経
疏
の
研
究
史
に
つ
い
て
」
の
続
編

で
あ
る
。

山
川
智
応

『法
華
思
想
史
上
の
日
蓮
聖
人
』
(新
潮
社
、

一
九
三
四
年
/
浄
妙
全
集
刊
行
会
、

一
九
七
八
年
)

日
下
大
瘍

『台
学
指
針
ー
法
華
玄
義
提
綱
』
(興
教
書
院
、

一
九
三
六
年
/
百
華
苑
、

一
九
七
六
年
)

塩
田
義
遜

『法
華
教
学
史
の
研
究
』
(地
方
書
院
、

一
九
六
〇
)

佐
藤
哲
英

『天
台
大
師
の
研
究
』
(百
華
苑
、

一
九
六

一
年
)

横
超
慧
日
編
著

『法
華
思
想
』
(平
楽
寺
書
店
、

一
九
六
九
年
)

坂
本
幸
男
編

『法
華
経
の
中
国
的
展
開
』
(平
楽
寺
書
店
、

一
九
七
二
年
)

横
超
慧
日

『法
華
思
想
の
研
究
』
(平
楽
寺
書
店
、

一
九
七
五
年
)

稲
荷
日
宣

『法
華
経

一
乗
思
想

の
研
究
』
(山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
七
五
年
)

そ

こ

に
は

、

次
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(15)(14)(13)(12)(11)(10)(9)(17)(16)

丸
山
孝
雄

『法
華
教
学
研
究
序
説
-
吉
蔵
に
お
け
る
受
容
と
展
開
1
』
(平
楽
寺
書
店
、

一
九
七
八
年
)

平
井
俊
榮

『法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
(春
秋
社
、

一
九
八
五
年
)

多
田
孝
正

『法
華
玄
義
』
(大
蔵
出
版
、

一
九
八
五
年
)

村
中
祐
生

『天
台
観
門
の
基
調
』
(山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
八
六
年
)

平
井
俊
榮

『法
華
玄
論
の
註
釈
的
研
究
』
(春
秋
社
、

一
九
八
七
年
)

霊
巳
炉
Q。
≦
き
ωo
p
き
§
§
職
§

亀
§
§
点
ミ
き
§
偽愚
ミ
』
①蒔
①げ
団
"》
匹
き

閏
ロ
票
巨
鼠
Φ
ω
中
①ωω」
㊤。。㊤.

ぎ

§

αq
ウ
o
囲

β

隷

題

ミ
薦

げ
9

ミ
ミ
§

ミ
遷

§

ミ
鳴
暫

書

恥
ミ
ミ
S

。。ミ
魯

§

織
ぎ

議
No
、帖§

.
≧

げ
目
質

ω
聾

①
d
昌
貯
①
冨
一蔓

o
h
Z
Φ
≦
ぎ

時

零
Φ
ωωレ
㊤㊤
ρ

菅
野
博
史

『法
華
と
は
何
か
ー

『法
華
遊
意
』
を
読
む
ー
」
(春
秋
社
、

一
九
九
二
年
)

菅
野
博
史

『中
国
法
華
思
想
の
研
究
』
(春
秋
社
、

一
九
九
三
年
)

本

稿

で
は

、

そ

の
続

編

と

し

て
、

(
2
)

次
の
⑯
か
ら
⑳
の
著
作
を
紹
介
す
る
。

個

菅
野
博
史

『法
華
玄
義
』
(上
)
(中
)
(下
)
(第
三
文
明
社
、

一
九
九
五
年

一
月
、

本
書
は
、
智
顕

・
灌
頂
の

『法
華
玄
義
』
の
訓
読
訳
と
注
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
二
月
、

一
九
九

五
年
三
月
)

09

平
井
俊
榮

『続
法
華
玄
論
の
註
釈
的
研
究
』
(春
秋
社
、

一
九
九
六
年
)

本
書
は
、
上
記
の
⑯
の
続
編
で
あ
り
、
吉
蔵

『法
華
玄
論
』
巻
第
五
か
ら
巻
第
十
ま
で
の
訳
注
研
究
で
あ
る
。

れ
に
よ

っ
て
平
井
氏
は
、
『法
華
玄
論
』
の
訳
注
を
完
成
さ
せ
た
。

訳

は

、

訓

読

訳

で
あ

る
。

こ
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㈲

方
廣
娼
編

『藏
外
佛
教
文
献
』
第
二
巻

(北
京
、
宗
教
文
化
出
版
社
、

一
九
九
六
年
)

本
書
は
、
敦
燵
で
発
見
さ
れ
、
上
海
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
、
『法
華
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る

(
3
)

翻
刻
を
含
ん
で
い
る
。

⑳

菅
野
博
史

『法
華
義
記
』
(大
蔵
出
版
、
法
華
経
注
釈
書
集
成
2
、

一
九
九
六
年
九
月
)

本
書
は
、
光
宅
寺
法
雲

『法
華
義
記
』
の
訳
注
研
究

(訓
読
訳
で
あ
る
が
、
本
邦
初
訳
で
あ
る
)

『法

華

経

文

外

義

』
(箸

・

N
㊤
G。
山
綬

)

の

と
解
説
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

㈱

李
志
美

『妙
法
蓮
華
経
玄
義
研
究
』
(台
湾
、
中
華
佛
教
文
献
編
撰
社
出
版
、

一
九
九
七
年
)

本
書
は
、
『法
華
玄
義
』
に
新
た
に
句
読
点
を
施
し
、
我
々
の
本
文
に
対
す
る
理
解
を
助
け
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
、
引
用
経
論
の
出
典
調
査
、

内
容
の
要
約
、
重
要
な
文
の
提
示
、
コ
メ
ン
ト
、
テ
キ
ス
ト
の
説
明
、
諸
注
釈
の
紹
介
、
重
要
な
語
句

の
注
、
現
代

の
学
術
思
想
に
基
づ
く
テ

キ

ス
ト
の
思
想
の
発
展
的
説
明
、
重
要
な
漢
語

・
梵
語
の
索
引
を
含
ん
で
い
る
。
諸
注
釈
の
紹
介
は
、
中
国

・
日
本

の
重
要
な
注
釈
を
含
ん
で

い
る
。
本
書
は
、

『法
華
玄
義
』
の
理
解
に
大
い
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

㈱

菅
野
博
史

『法
華
玄
義
入
門
』
(第
三
文
明
社
、

一
九
九
七
年
七
月
)

本
書
は
、

『法
華
玄
義
』
全
体
の
入
門
的
解
説
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑫の

菅
野
博
史

『法
華
統
略
』
上
・下

(大
蔵
出
版
、
法
華
経
注
釈
書
集
成
6
、
一
九
九
八
年
三
月
、
法
華
経
注
釈
書
集
成

7
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
)

本
書
は
、
『法
華
統
略
』
の
訳
注
研
究

(訓
読
訳
で
あ
る
が
、
本
邦
初
訳
で
あ
る
)
と
、
日
本
名
古
屋
の
真
福
寺

(大
須
観
音
)
に
保
存
さ
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れ
て
い
る

『法
華
統
略
』
の
良
質
な
写
本
の
翻
刻
で
あ
る
。
『法
華
統
略
』
は
大
日
本
続
蔵
経
に
収
録
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

授
記
品

・
化
城
喩
品
の
三
品
の
注
釈
を
欠
い
て
い
た
。
真
福
寺
の
写
本
は
、
こ
の
部
分
を
含
ん
で
い
た
。

㈱

朱
封
難

『妙
法
蓮
華
経
文
句
校
繹
』
(北
京
、
宗
教
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
)

本
書
は
、
智
顕

・
灌
頂

『法
華
文
句
』
に
対
し
て
、
新
た
に
句
読
点
を
施
し
、
注
釈
し
た
も

の
で
あ
る
。

薬
草
喩
品

・

㈱

奥
野
光
賢

『仏
性
思
想
の
展
開
ー

吉
蔵
を
中
心
と
し
た

『法
華
論
』
受
容
史
1

』
(大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
二
年
)

本
書
は
、
吉
蔵
の
法
華
経
観
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
吉
蔵
の
法
華
経
疏
を
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。

書

に
よ
っ
て
駒
澤
大
学
よ
り
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
本
書
の
内
容
目
次
を
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

序
第

一
篇

吉
蔵
お
よ
び
そ
れ
以
降
の

『法
華
論
』
依
用
と
仏
性
思
想

第

一
章

『法
華
論
』
に
つ
い
て

第
二
章

吉
蔵
教
学
と

『法
華
論
』

第

一
節

吉
蔵
に
お
け
る

『法
華
論
』
依
用
の
特
色

第
二
節

吉
蔵
の

『法
華
論
』
依
用
の
実
態
-
七
処
に
仏
性
有
り
の
文
を
め
ぐ

っ
て
ー

第
三
節

吉
蔵
の

「仏
知
見
」
解
釈
に
つ
い
て

第
三
章

吉
蔵
の
声
聞
成
仏
考

第
四
章

吉
蔵
と
仏
性
思
想

第
五
章

天
台
教
学
と

『法
華
論
』

著
者
は
本



19中 国における法華経疏の研究史について(2)

第

一
節

天
台
に
お
け
る

『法
華
論
』
受
容
-
吉
蔵
と
の
比
較
に
お
い
て
1

第
二
節

最
澄
の
授
記
思
想
1

『大
乗
十
法
経
』
を
中
心
と
し
て
1

第
三
節

円
珍
と
吉
蔵
1
そ
の

『法
華
論
』
解
釈
を
め
ぐ

っ
て
1

第
四
節

『
一
乗
要
決
』
に
お
け
る

『法
華
論
』
解
釈
に
つ
い
て
1
特
に
声
聞
授
記
を
中
心
と
し
て
1

付
録

一

『浬
葉
経
』
を
め
ぐ
る
最
近
の
研
究
に
つ
い
て
ー

一
聞
提
論
を
中
心
と
し
て
1

付
録
二

最
澄
撰
と
さ
れ
る

『三
平
等
義
』
に
つ
い
て

第

二
篇

吉
蔵
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
の
考
察

第

一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

吉
蔵
に
お
け
る

「決
定
業
転
」
を
め
ぐ

っ
て

吉
蔵
に
お
け
る

「有
所
得
」
と

「無
所
得
」
-
有
所
得
は
無
所
得
の
初
門
ー

吉
蔵
の
い
う

「無
諄
」
に
つ
い
て

吉
蔵
に
お
け
る
四
悉
檀
義

吉
蔵
教
学
と

『華
厳
経
』
を
め
ぐ

っ
て

吉
蔵
教
学
と
草
木
成
仏

本
書
は
、
二
篇
か
ら
構
成
さ
れ
、
全
部
で
十

一
章
か
ら
成
る
。
第

一
篇

「吉
蔵
お
よ
び
そ
れ
以
降

の

『法
華
論
』
依
用
と
仏
性
思
想
」
は
五

章
か
ら
成
る
。
第

一
章

「
『法
華
論
』
に
つ
い
て
」
は
、
本
書
の
申
心
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

『法
華
論
』
に
つ
い
て
の
過
去
の
研
究
史
を
ま
と
め
、

ま
た
著
者

の
展
望
を
述
べ
て
い
る
。

第

二
章

「吉
蔵
教
学
と

『法
華
論
』
」
は
三
節
か
ら
成
る
。
本
章
は
、
吉
蔵
が
な
ぜ
仏
性

の
思
想
を
、
彼
の

『法
華
経
』
解
釈
に
持
ち
込
ん

だ
の
か
、

『法
華
論
』

の
ど
こ
に
仏
性
の
思
想
を
見

い
だ
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
著
者
は
、
と
く
に

『法
華
経
』
方
便
品
の

「仏
知
見
」
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に
対
す
る
吉
蔵
の
解
釈
の
特
色
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

第
三
章

「
吉
蔵
の
声
聞
成
仏
考
」
は
、
唯
識
学
派
が
イ
ン
ド
で
四
世
紀
頃
に
確
立
し
た
五
姓
各
別
思
想
が
吉
蔵
の
思
想
に
も
見
ら
れ
る
と
す

(
4
)

る
末
光
愛
正
氏
の
研
究
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
章
と
第
四
章

「吉
蔵
と
仏
性
思
想
」
は
、
本
書
の
中
心
部
分

で
あ
る
。
著
者
は
、
末
光

氏
に
よ

っ
て
提
起
さ
れ
た
仮
説
を
検
証
し
、
吉
蔵
の
思
想
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
吉
蔵
は

一
切
衆
生
が
成
仏
で
き
る

と

い
う
立
場
を
取

っ
た
と
結
論
づ
け
た
。

第
四
章

「吉
蔵
と
仏
性
思
想
」
は
、
仏
性
に
対
す
る
吉
蔵
の
理
解
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
『勝
量
宝
窟
』
「来
意
門
」
を
主
要
な
資

料
と
し
て
、
吉
蔵
の
仏
性
理
解
は
、
す
べ
て
の
現
象
世
界
は
真
如
か
ら
生
起
す
る
と
い
う
真
如
随
縁
的
な
も
の
で
あ

る
と
す
る
。
著
者
は
、
こ

の
点
に
お
い
て
、
吉
蔵
の
考
え
は
、
法
相
宗
の
真
如
は
静
止
的
な
も
の
で
あ
り
、
現
象
世
界
に
生
起
し
て
く
る
こ
と

は
な

い
と
す
る
真
如
凝
然

の
考
え
と
大
い
に
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
五
章

「天
台
教
学
と

『法
華
論
』」
は
、
四
節
か
ら
成
る
。
本
章
は
、
智
顕
の

『法
華
論
』
の
具
体
的
な
依
用
を
調
査
し
、
ま
た
智
顕
か

ら

日
本
の
源
信
ま
で
天
台
宗
に
お
い
て
、
『法
華
論
』
が
ど
の
よ
う

に
、
あ
る
い
は
ど
ん
な
観
点
か
ら

『法
華
論
』

を
依
用
し
て
き
た
か
に
つ

い
て
論
じ
る
。
ま
た
、
本
書
は
吉
蔵
と
の
比
較
研
究
を
含
ん
で
い
る
。

第
二
篇

「吉
蔵
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
の
考
察
」
は
、
六
章
か
ら
成
る
。
本
篇
は
、
仏
性
の
思
想
を

『法
華
経
』

の
解
釈
に
導
入
し
た
吉
蔵

の
思
想
が
、
「決
定
業
転
」
「空
観
」
「草
木
成
仏
説
」
な
ど
の
特
定
の
問
題
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
か
を
考
察

し
て
い
る
。

⑳

菅
野
博
史

『法
華
経
思
想
史
か
ら
学
ぶ
仏
教
』
(大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
三
年
)

本
書
は
、
論
文
集
で
あ
り
、
本
稿
に
関
連
す
る
三

つ
の
論
文
、
「智
顎
は
果
た
し
て
法
華
経
至
上
主
義
者
か
」
「中
国
仏
教
に
お
け
る

『法
華
経
』」

「
『
法
華
経
』

の
実
践
的
思
想
ー
常
不
軽
菩
薩

の
礼
拝
行
1
」
を
含
ん
で
い
る
。
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華
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華
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台
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華
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。
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本
書
は
、
三

つ
の
問
題
と
そ
れ
ら
に
対
す
る
著
者
の
解
答
か
ら
成
る
。
第

一
の
問
題
に
つ
い
て
、
沈
海
燕
氏
は
、
「ど
の
よ
う
に
智
顕
が
、
彼

の
思
想
体
系
を
示
す
た
め
に
、

『法
華
経
』
を
解
釈
す
る
彼

の
著
作

『法
華
玄
義
』
を
組
織
し
て
い
る
か
と

い
う
問
題
は
、
テ
キ
ス
ト
の
体
系

「
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と
内
容
に
関
し
て
、
そ
の
概
観
を
提
供
す
る
の
に
役
立

つ
。
こ
れ
は
、
テ
キ
ス
ト
の
概
略
と
全
体
の
構
造
を
描
く
こ
と
に
よ

っ
て
提
供
さ
れ
る
。

こ
の
問
題
を
通
じ
て
、
智
頻
が

『法
華
経
』
を
解
釈
す
る
た
め
と
、
彼

の
思
想
を
提
示
す
る
た
め
に
取
る
解
釈
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
全
体
的

な
描
写
が
与
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
二
の
問
題
に
つ
い
て
、
彼
女
は
、
「智
顕
が
ど
の
よ
う
に

一
切
を
包
含
す
る
と
い
う
彼
の
諸
理
論
を

一
貫
し
た
完
全
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

そ
れ
ら
の
理
論
を
結
び
つ
け
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
ら
の
理
論
を
欠
点
の
な
い
、
論
駁
で
き
な
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
智
顕
が
ど
の
よ
う
な
技

法
を
使
う

の
か
と

い
う
第
二
の
問
題
は
、
六

つ
の
方
法
を
検
討
す
る
の
に
役
立

つ
。
第

一
に
両
極
性
の
技
法
、
第

二
に
明
確
な
定
義

の
技
法
、

第

三
に
他
者
の
理
論
に
対
す
る
完
備
し
た
批
判
と
評
価
の
技
法
、
第
四
に
比
較
の
技
法
、
第
五
に
包
括
的
で
総
合
的

な
リ
ス
ト
の
さ
ま
ざ
ま
な

観
念
と
概
念
に
関
す
る
描
写
の
技
法
、
第
六
に
記
号
解
釈

の
技
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
技
法
を
通
じ
て
、
智
顕
が
彼
自
身

の

(救
済
論
的
意
味

を
伝
え
る
)
哲
学
的
思
索
の
観
点
か
ら
何
を
伝
え
よ
う
と
す
る
の
か
が
明
白
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
三
の
問
題
に
つ
い
て
、
彼
女
は
、
「智
顕
が
定
式
化
す
る
理
論
と
体
系
ー
智
顕

の
円
融

の
哲
学
の
重
要
要
素
と
し
て
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ

ム
の
特
色
を
表
示
す
る
も

の
で
あ
る
ー
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
最
後
の
問
題
は
、
認
識
論

の
観
点
、

つ
ま
り
中
国
の
知
識
論
を
反
映
す
る
智
顎

の
提
示
に
見
ら
れ
る
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
に
関
係
す
る
。
こ
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
理
論
と
体
系
は
、
次
の
よ
う

に
要
約
さ
れ
る
。
第

一
に

教
判
の
体
系
、
第
二
に
統
合
、
第
三
に
古

い
も

の
を
整
理
し
て
新
し

い
も
の
を
生
み
出
す
体
系
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
通
じ
て
、
実
践
的
な
重

要
性
を
示
す
智
顎
の
哲
学
の
形
成
に
関
す
る
第
三
の
認
識
論
的
問
題
の
観
点
が
検
討
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
教
育
的
意
味
を
前
提
と
す
る
解

釈
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
第

一
の
観
点
と
の
関
係
や
、
救
済
論
的
重
要
性
を
持
つ
第
二
の
観
点
も
同
様
に
解
明
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

筆
者
は
、
彼
女

の
研
究
が
天
台
哲
学
の
研
究
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
が
、
日
本
の
学
者
の
研
究
成
果
を
も

っ
と
参
照
し
て
も
ら

い

た

い
と
思
う
。
と

い
う
の
は
、
天
台
哲
学
の
学
術
的
研
究
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
今
や
我
々
は

『法
華
経
』

の
解
釈
に
関
し
て
、
智
顕
と
吉

蔵

の
関
係
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、「絶
待
妙
」
と

「相
待
妙
」
の
二
妙

の
用
語
に
関
し
て
、
我

々
は
智
顕
の

『法
華
玄
義
』

(
5
)

と
吉
蔵
の

『法
華
玄
論
』

の
い
ず
れ
に
も
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。
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『法
華
経
安
楽
行
義
』
は
、
『法
華
経
』

の
随
文
釈
義
の
注
釈
書
で
は
な
く
、
明
確
な
テ
ー
マ
と
し
て
と
く
に
安
楽
行
、

つ
ま
り

『法
華
経
』

の
安
楽
行
品
第
十
四
に
説
か
れ
る
安
楽
行
に
集
中
す
る
著
作
で
あ
る
。
『法
華
経
安
楽
行
義
』
に
対
す
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
氏

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

慧
思
が
活
動
し
た
歴
史
的
環
境
に
特
有
な
仏
教
の
思
想
と
実
践
の
潮
流
に
さ
ら
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
慧
思
の
現
存
す
る
著
作
全
体
と
い
う

よ
り
大
き
な
枠
組
の
な
か
に
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
と
修
辞
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

菅
野
の
研
究
の
観
点
は
、
主
に
中
国
中
世
初
期

の

『法
華
経
』
の
注
釈
書
の

一
例
と
し
て
の

『法
華
経
安
楽
行
義
』
に
対
す
る
関
心
か
ら
生

(
6
)

じ

た
も

の

で
あ

る
。

中国における法華経疏の研究史について(2)

⑳

菅
野
博
史

『法
華
文
句
』
(1
)
(∬
)
(第
三
文
明
社
、
二
〇
〇
七
年
六
月
、
二
〇
〇
八
年
九
月
)

本
書
は
、
智
顕

・
灌
頂

『法
華
文
句
』
の
訳
注
研
究

(訓
読
訳
)
で
あ
り
、
全
四
冊
の
予
定
で
あ
る
。

⑳

陳
堅

『心
悟
転
法
華
ー
智
顕

「法
華
詮
釈
学
」
研
究
』
(北
京
、
宗
教
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
)

本
書
に
は
、
第
二
章

「
『法
華
玄
義
』
中
的
詮
釈
方
法

一
"
五
重
玄
義
"
」、
第
三
章

「
『法
華
文
句
』
中
的
詮
釈
方
法

"
"消
文
四
意
"」

ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

『法
華
玄
義
』
、
『法
華
文
句
』

の
経
典
解
釈
方
法
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

[付
記
]
筆
者
は
、
呉
汝
鉤

『法
華
玄
義
的
哲
学
綱
領
』
(台
北
、
文
津
、

ず
れ
機
会
を
改

め
て
紹
介
し
た

い
。

が
含

二
〇
〇

二
年
)
な
ど
、
最
近

の
台
湾

の
研
究
書
を
ま
だ
入
手

し
て

い
な

い
の
で
、

い

25

(1

)

『創

価

大

学

人

文

論

集

』

六

、
一
九

九

四

年

三
月

、

娼
や

①
9
。。
①
を
参

照

。
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(
2
)

ω

か

ら

㈲

ま

で

の
著

作

の
紹

介

は

、

す

で
に

英
文

で

発
表

し

た

こ
と

が

あ

る

。

出
貯
o
ω
巨

霞

5
昌
ρ

.5

0
①
ロ
①
邑

ω
霞

話

《
鼠

寄

ω
o
母
oゴ

O
o
昌
8

旨
旨

mq

O
臣
ロ
①
ω
o
O
o
ヨ
日

oロ
琶

①
。。
o
ロ
臣
①
宮

弊器

恥
ミ
ミ
.、
(
『創

価

大

学

国

際

仏

教

学
高

等

研

究

所

年

報

』

10
、

二
〇

〇

七

、
O
,

自

謹

)

を

参

照

。

(
3
)

拙
論

「
『法
華
経
文
外
義
』
研
究
序
説
」
(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』

55

1
1
、
二
〇
〇
六

年

十

二
月
、唱
,

お
逡

8
)
を
参
照
。

『法
華
経
文
外
義
』
は
、

『法
華
経
』

の
随
文
釈
義

の
注
釈
書

で
は
な
く
、
『法
華
経
』

に
関
す
る
重
要
な
問
題
を
取
り
あ
げ
、
問
答
形
式

で
考
察
す
る
注
釈

書
で
あ

る
。

こ
の
写
本
は
、

奥
書

に
よ
れ
ば
、

五
四
五
年

に
書
写
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、

五
四
五
年

以
前

に
成

立
し
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な

い
。

『法
華
経
』

の
中

国

の
注
釈
書
を
研
究
す

る
う
え

で
と

て
も
重
要
な
資
料

で
あ
る
。
拙
論
は
、

『法
華
経
文
外
義
』

の
概
略
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。

(
4
)

末
光
氏
は
、
一
九

八
七
年
か
ら

『駒
沢
大
学
仏
教
学
部

研
究
紀
要
』
と

『駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
と
に
十
編

の
論
文
を
発
表
し
た
。
と
く
に
、
「吉

蔵

の
成
仏
不
成
仏
観
」
(
『駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』

45
、
O
,

ミ
甲
b。
日
、

一
九
八
七
年

三
月
)
を
参
照
。

(
5
)

菅
野
博
史

『中
国
法
華
思
想

の
研
究
』
(春
秋
社
、

一
九
九

三
年
)
置
甲
綬
Φ
頁
を
参
照
。

(
6
)

菅
野
博
史

の
論
文

は
、
日
本
語

で
も
発
表
さ
れ
て

い
る
。
「
『法
華
経
安
楽
行
義
』

の
研
究

(1
)
」
(
『東
洋
学
術

研
究
』
43

1
2
、
二
〇
〇

四
年
十

二
月
、

O
,

一
『
2

8

)、

「
『法
華
経
安
楽
行
義
』

の
研
究

(
2
)
」
(
『東
洋
哲
学
研
究

所
紀
要
』

20
、

二
〇
〇
四
年
十

二
月
、
噂
,

q
ω
-。。
一
)
を
参
照
。


